
二千倍 ツべルクリン液反應判定規準の追試

鯨 轍師 小 川 法 眞

本實験は先づ鍬照反慮と比較 して、五百倍ツ液

の反慮判定規準 を定めた後、二千倍 ツ液の各反慮

を五百倍液で再検 した ものである◎

ツ液、封照液共属傳研製｡封照液は結核菌を培養しな

い培養基をツ液と同じに稀糧しナこもの｡稀繹用液は5

%石 炭酸加生理的食豊水｡注 射量O・lcc注 射部位は

前薄内面皮内｡判 定は注射後48時 間目.反 慮の大さは

短径長径の平均｡封 象は小學校見童

(1)500僑 ツ 液反慮判 定規準
の

本検査では2千 倍液で著明な反慮 を現 した者は

除いた｡被 検人員3401名｡
鍵

a)焚 赤を規準としての考察

第 ユ表500倍 ツ液及び封照液の反慮(登赤)と 人員の分布
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脚 ち樹照反磨の最大は28mmで あるから、ツ反 從つて硬結9mm以 上がツ反磨陽性と見る事が出來

慮29mm以 上が陽性であろう｡る であろ う｡

b)硬 結を規準としての考察c)結 論

500倍 ツ液で硬結 を示 した ものは105名 である か くして500倍 液では畿赤では29mm以 上、硬

が、封照液では次ぎの6名 であつた｡結 では9㎜ 以上が陽性反慮となるが、その何れ

壷 さ謙躍÷墨1幾 蕪揚1繋難灘
嚇 の大さmm}・61・51・21・5ii21・6の 大 さ親 るeii」〈ぎの渤 であ る｡

、

卸 ち樹照液での最大の硬結は8mmで あつた｡・x

襲赤の大 さmml・21・3卜41・51・6)・71・8i・gl2・i2・j22i23i24125i26i2728認
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帥ち襲赤29mm以 上 を陽性 とすると105名 一

72名=33名 の陽性者が逸脱する｡硬 結を規準とす

ればこのような事は勿論起 らない し、ツ反懸の本

態は硬結にある事か ら考えて・500倍 ツ反鷹では

硬結9m導 以上を陽性と見て支障はないであろう｡

(2)呂 千信ツ液の反慮判定規準

本實験は2000倍 ツ液の各反慮を500倍 液で再検

一して2㏄0倍 液の各反慮の陽性率を見萬し之に依つ

て2000倍 ツ液の反磨判定規準を追究 したものであ

る｡但 し2000倍液で著明な陽性反癒を現 した者は

本實験か ら除外・した｡被 槍人員4388名｡,實 験の結

果は第2表 の如 くである｡表 中陽性者 とあ る の

は、500倍 液で9mm以 上の硬結を示 した人員｡

(2000倍液との注射間隔48時間)
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'第2表20⑪0倍
ツ液の各反癒の陽性率(500倍 液で再検し力結果を示す)

期
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帥ち2000倍液で反鷹が皆無であつた1824名 を

500倍 液で再検の結果その中か ら24名卸ち1.3%

の陽性者が現れ同様に爽赤lmmに も2mmに も

夫々陽性者がO.8%10%現 れて居るe斯 くして

第2表 は2000倍 ツ液の夫々の反鷹の陽性峯を表す

ものである｡第2表 で見 ると獲赤6mm迄 は陽性
ノ

率 は15・8%以 下 に過 ぎないか ら此の程 度の反慮

は陰性 と見 る可 きであろ う｡7--9mmで は 陽性率

は30-50%で あ り1/3乃 至1/2が 陽性 であるか

ら此 の程度 を疑陽性 と見 て差支 えなV・と思ふ獲赤

ユOmmで は その陽性率 は75%程 度 で、13mm以

上 は 例 外な く陽性 とい う結 果 を得 た｡斯 ぐして

2000倍 ツ液 の反鷹制定 規準 は次 ぎの如 くなる｡
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10mm以 上(+)
　

但 し()一一一6mmで は合一計3273名 の 巾52名 印 ち

19%の 陽性者 が潜在 し、7-9mmで は合 計32名

中12名 即 ち37・5%の 陽 性者が 伏在 する"且 つ10--

12三≧}mでけ37名 巾陽姓者Lは32名 帥 ち86.5%の

＼ 硬結の大劃
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陽性率である｡(第2表)＼

2000倍 液で も判定規準 を獲赤 と硬結 と何れにナ

るかの問題が起 るが、2000倍 液で畿赤10mm以 上

を示し且つ500倍 液で陽性 と決定 した者が合計7&

名あるが、この中5mm以 上の硬結を示 した者は

12名 に過ぎないので畿赤 を規準 とする時は陽性者

の速脱が多くなる｡

(3)2000信 ツ反鷹の大さ

2000倍 ツ反慮陽性者5015名 の反慮の統計表を第

3表 に示す｡一 ・

第3表 か ら蛮赤の平均値はM=42mm,σ 嵩17㎜ ・

從つて、磯赤25～59mmは 普通の反慮である｡

硬結の李均値はM=19.6通meニ4.9mm.從 つて

硬結15～25mmは 普通の反鷹である"是 等の大

さよりも小さい ものを弱反磨、大きい ものを強反

慮 と稻すべきであろう｡術 、水萢、壌死等は勿論

過強反慮であるが、著者の経験した258例 から見

て是等は弱反感には現れす常に標準大以上の反磨

にのみ現れ る｡
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ツベル ク リン高度稀釋 液 の實 験

ノ

東京都技師小 川 法 眞

ツ反鷹で、時として水i庖や壊死を生する事かめ

るが、 この よ うな反慮を過強反慮と呼ぶ事にす

る｡第1報 に も記 したように、'水萢壊死は常に標

準大叉はそれ以上の反鷹に登生す る｡

過強瓦鷹は被検者に直接苦痛を與えるばか りで

なく、反磨に依つて綜順調な経過の場合 も必然的

に疲痕を残す ものであ り,化 膿菌の二次感染が起

ると、治癒が永引き疲痕 も大きくなる｡過 弧反慮

に酸する報告は少いよう、に思われるので、それに

號て先づ少 しく述べたい乏思ふ｡而 してツベルク

リン高度稀繹液の實験は、過強反磨に依る被害の

度を少 くするには、何倍液が適當であるか を見る

のが 目的であつたのである｡ツ 液・稀繹用液その他

實験の材料や封象は凡て第■報に同じである｡

(1)2000倍 ツ液 の過 強反磨

① 過強反慮 の種類:i)水 萢ii)小 水 萢群

.iii)壊 死i▽)水 萢 叉は小水萢群 と壊死 との合

併｡以 上4種 類で ある｡㌦

(2)過 彊反磨 の頻度:陽 性者5289名 の 中、過

強反鷹258名 で あつ て陽性者 の49%に 菌 る｡

種i類男串q見 ると、水萢109名(e.2%)小 水 庖

群59名(22.9・%)壊 死67名 ぐ26%♪ 水 萢 叉は小

水萢群 と壊死 との合併23名(8.9%)で あつ た｡

③ 過 強反癒の大 さ:實 測 した2CO例 に就て見

ると次表 の如 くで10～20mmが 最 も多い｡水 萢

の最大は25mm｡壌 死 の最大は18mmで あつた｡
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